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京都大学大学院医学研究院てんかん・運動異常生理学講座から提供された脳波データか

ら、発作時高周波振動を示す典型的な脳波挙動について、非線形時系列解析による１次元力

学系を各データから抽出した。図１にはパワースペクトルと力学系を示す。 

 
 

Figure１: 上段：Pt6, A09(焦点)における発作時高周波振動を含む時間領域のパワー

スペクトル両対数プロット。下段：同じ時間領域に存在する１次元力学系。 
 
パワースペクトルは特徴的なピークをもち、非線形時系列解析による埋め込みから得られた

力学系はサークルマップとして知られる力学系を変形したものに近い。 
 

𝑇(𝜃) = 𝜃 + 𝑐 + 𝑟	 𝑠𝑖𝑛-(𝜋/𝜃 𝜋⁄ ) 	𝑚𝑜𝑑	𝜋 
 
これらの挙動は提供を受けた患者の発作時脳波データにほぼ共通して観察されている。本報

告では発作時高周波振動に関連する上記力学系の導出と性質について報告する。 
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